
 

■はじめに 

廃棄物の管理では、農場で排出される廃棄物の保管・適正処分の他に、作業等による

周辺環境への影響も対象とし、適正に管理する必要があります。周辺環境への影響とは

何か？どのように対策すればよいのか？などの質問をいただくことがありますので説明

します。 

■廃棄物管理について  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考え方 項目番号：全 4.5.1は、次の 2点について管理が求められています。 

① 農場から排出される廃棄物、汚染源には何があるかを特定し、保管、処

分方法などの管理計画を文書化すること。 

② その他周辺環境への影響についても特定し、管理計画を立て文書化し、

適切に管理していること。 

廃棄物や汚染源を特定し、管理計画として文書化する際の注意点は
何ですか？ 

・農場（圃場、資材庫、機械庫、調製場所等）で排出される廃棄物、汚染
物質を把握し特定します。 
・廃棄物の保管場所、処理方法などを管理計画として文書化します。 

 

作成年月日 令和７年〇月△日
作成者 ◎◎　■■

農場名：●●農場 廃棄物管理責任者：◎◎　■■ 承認年月日 令和７年●月△日
承認者 ◎◎　■■

資材倉庫 ＪＡ〇〇 受渡伝票 12月

農薬空容器 農薬空容器保管箱 ＪＡ〇〇 受渡伝票 12月

燃料保管庫 ●●産業 マニフェスト 12月

資材倉庫横 □□商会 受渡伝票 12月

圃場Z 残渣専用圃場 栽培日誌 1月

もみ殻倉庫 ▲▲牧場 記録簿 1月

更新年月日 令和8年〇月△日

更新者 ◎◎　■■

更新箇所 朱書き記載部分

産業廃棄物処理業者

リサイクル業者

残渣専用圃場に定期

的にすき込む

記録保管

（すべて5年保管）
処分予定

もみ殻

(もみすり後の残渣)

廃プラスチック

(肥料の空き袋、マルチ等)

廃油

(農業機械の廃オイル等)

金属

(不要となったイボ竹、針金

作物残渣

(栽培で発生した残渣等)

保管場所 処理方法 処分先

堆肥製造業者

JA〇〇が実施する回

収システム

JA〇〇が実施する回

収システム

 ●●農場 廃棄物管理計画（記載例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項目番号：全 4.5.1の、その他周辺への影響（騒音、振動、悪臭、煙・
埃、有害物質の飛散・流出など）を特定し、管理計画を立て、文書化
するとありますが、どのように作成すればよいですか？ 

 
 

・周辺への影響として、騒音、振動、悪臭、煙・埃、有害物質の飛散・流出
などの発生がないか、またそれらによる危害（リスク）を特定します。 
・次に対策方法を分析・計画し、「管理計画」として文書化します。 

 

作成年月日 令和７年〇月△日
作成者 ◎◎　■■

農場名：●●農場 承認年月日 令和７年●月△日
承認者 △△　□□

騒音 乾燥調製施設 周辺住民への影響

圃場 周辺住民への影響

振動 乾燥調製施設

圃場

残渣保管場所

煙・埃 乾燥調製施設

農薬散布機洗浄場所

ハウス

更新年月日 令和８年◆月◇日

更新者 ◎◎　■■

更新箇所 朱書き記載部分

廃棄物管理責任者：◎◎　■■

危害要因

（リスク要因）
発生場所 作業工程 危害内容 リスク低減対策

処理後厚めのビニールで

被覆、ハウスの密閉、風

のない時に実施

隣接する民家への影響

悪臭による通行人、近隣

住民への影響

籾殻の排出による通行人

等への影響

早朝・深夜は実施しない

9:00～16:00に作業

早朝・深夜は実施しない

9:00～16:00に作業

早朝・深夜は実施しない

作業時間の事前連絡

堆肥散布後の速やかな土

壌へのすき込み

ダストが排出される付近

に防塵用ネットの設置

乾燥調製作業による騒音

ﾄﾗｸﾀｰ作業による騒音

乾燥調製作業による振動

堆肥散布作業で発生する

悪臭

籾すり作業で発生する埃

有害物質の飛散

農薬散布機の洗浄で発生

する農薬成分

農薬成分の水系への流出

による環境汚染

水系へ流出しない洗浄場

所の選定

悪臭
残渣保管中に発生する

悪臭
不快害虫の発生

速やかに圃場にすき込

む、シートで被覆する

土壌消毒剤使用で発生す

るガス

ガスによる作業者、通行

人、近隣住民への影響

●●農場 周辺への影響についての管理計画（記載例）


